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近
年
f

高
度
の
経
済
成
長
、
人

の
都
市
集
中
、
建
築
技
術
の
著
る
し

い
進
歩
な
ど
に
よ
り
ヒ
ル
の
高
層
f

大
型
化
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

一
方
で
は
大
規
模
な
地
下
街
が
建
設

さ
れ
る
な
ど
大
都
市
の
様
相
が
大
き

く
変
革
さ
れ
て
き
て
い
る
。

大
阪
市
内
に
お
い
て
も
延
べ
面
積

が
17
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
あ
る
い
は

30
階
以
上
の
マ
ン
モ
ス
ピ
ル
が
出
現

し
、
地
下
鉄
f

高
架
道
路
網
等
の
整

備
と
相
ま
っ
て
ま
す
ま
す
複
雑
な
立

体
都
市
構
造
が
形
成
さ
れ
る
傾
向
に

あ
る
。今
後
f

人
々
は
生
活
時
間
の
多
く

を
こ
れ
ら
林
立
す
る
建
築
物
内
の
人

工
的
環
境
の
も
と
で
す
ご
す
こ
と
に

な
り
f

外
界
の
各
種
公
害
対
策
と
同

様
に
適
切
な
室
内
環
境
の
管
理
が
人

の
健
康
を
保
持
す
る
た
め
の
基
本
的

条
件
と
な
っ
て
き
た
。

去
る
昭
和
4
5
年

10
月
に
「
建
築
物

に
お
け
る
術
生
的
環
境
の
確
保
に
関

す
る
法
律
」
（
通
称
「
ビ
ル
管
理
法
」
＂

か
脆
行
さ
れ
r

初
め
て
多
数
の
者
が

利
用
す
る
建
築
物
内
の
環
境
管
理
に

つ
て
の
規
制
が
実
胞
さ
れ
る
こ
と

こ

っ

た

。

~
 

本
法
対
象
の
特
定
建
築
物
は
延
べ

面
積
が

8
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

特
定
用
途
に
使
用
さ
れ
る
建
築
物
で

あ
る
が
f

昭
和
4
8
年

11
月
、
政
令
の

一
部
改
正
に
よ
り
法
適
用
範
囲
が

5

千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
築
物
に

拡
大
さ
れ
る
な
ど
逐
次
f

中
小
の
ヒ

ル
に
法
規
制
が
お
よ
ぶ
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

ま
た
r

本
法
の
趣
旨
は
ピ
ル
の
所

有
者
等
に
「
建
築
物
環
境
衛
生
管
理

基
準
」
（
通
称
「
ヒ
ル
管
理
基
準
」
）

に
従
っ
て
ビ
ル
内
の
環
境
衛
生
上
の

維
持
管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
、
そ
の
監
督
に
あ
た
ら
せ
る
た

め
に
「
建
築
物
環
境
衛
生
管
理
技
術

者
」
を
ヒ
ル
毎
に
選
正
さ
せ
る
こ
と

を
義
務
づ
け
て
い
る
。

こ
の
「
ビ
ル
管
理
基
準
」
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第

空

気

環

境

の

調

整

／

第

一

給

水

、

排

水

の

管

xm

第

一

屑

帰

及

び

ね

す

み

、

こ

ん

の

防

除

大
阪
市
で
は
、
法
苑
行
以
来
f

昭

和
4
8
年
度
末
現
在
で
9

件
の
届
出
を

受
理
し
f
1
5
0
の
施
設
に
対
す
る
空
気

環
境
及
び
給
水
を
主
と
し
た
立
入
検

査
を
実
麗
し
た
が
f

次
に
そ
の
検
査

結
果
の
概
要
を
の
べ
て
み
る
。

先
す
空
気
環
境
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
冷
暖
房
期
間
中
と
も
に
不
適
率

の
高
か
っ
た
の
は
浮
遊
粉
じ
ん
量
で

約

5
0
茄
で
あ
っ
た
。
更
に
個
所
別
で

は
ビ
ル
内
の
店
舗
、
と
く
に
飲
食
関

係
部
門
に
不
適
率
が
高
い
の
は
当
然

予
想
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
唸
厨

房
の
燃
焼
と
利
用
者
の
喫
煙
が
大
き

な
フ
ア
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

次
い
で
不
適
率
の
高
い
項
目
は
相

対
湿
度
で
、
空
調
機
に
よ
る
湿
度
調

節
の
む
つ
か
し
さ
を
示
し
て
い
る
。

特
に
外
気
の
乾
燥
状
態
が
続
く
冬

期
で
は
不
適
率
が
8
3
％
で
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
ビ
ル
管
理
基
準
の
下
限
4
0

％
以
下
の
低
湿
で
あ
り
贔
前
述
の
と
お

り
浮
遊
粉
じ
ん
菫
が
多
い
冬
期
の
状

態
は
流
行
性
感
冒
な
ど
の
多
発
期
の

空
調
管
理
に
な
お
十
分
の
配
慮
か
要

求
さ
九
る
。

方
f

夏
期
冷
房
時
の
外
気
温

の
差
は
厚
生
省
通
逹
て

7
℃
以
内
と

さ
れ
て
い
る
か
f

今
回
の
成
績
で
は

約

5
0
笏
が
不
適
で
あ
っ
た
。

過
去
の
国
立
公
衆
術
生
院
の
調
ペ

で
も
冷
房
の
人
体
影
響
こ
に
つ
い
て
女

子
で

90
史

男

子

で

60
％
が
何
ら
か

の
冷
房
障
害
を
訴
え
、
こ
と
に
女
子

の
生
理
障
害
は
5
0
％
に
及
ん
で
い
る

と
の
報
告
が
あ
る
が
f

今
回
の
測
定

結
果
は
ヒ
ル
冷
房
の
き
き
す
ぎ
を
裏

付
け
て
い
る
。

そ
の
他
、
炭
酸
カ
ス
、
一
酸
化
炭

素
濃
度
は
比
較
的
不
適
率
が
低
か
っ

た
が
、
不
適
ヒ
ル
で
は
室
内
の
排
気

口
の
前
面
に
ス
チ
ー
ル
ケ
ー
ス
を
置

く
な
ど
、
正
常
な
空
調
シ
ス
テ
ム
の

空
気
流
を
阻
害
す
る
事
務
用
品
等
の

配
置
が
目
だ
っ
た
。

全
般
に
外
気
の
汚
染
度
と
ビ
ル
内

空
気
と
を
比
較
す
る
と
浮
遊
粉
じ
ん

量

feo濃
度
、

Co
濃
度
で
は
ビ
ル
内

空
気
の
方
が
汚
染
度
か
高
く
、
外
気

の
方
か
ク
リ
ー
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ビ
ル
内
に
お
け
る
発
生
源
対
策
が
望

ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

給
水
管
理
に
つ
い
て
は
末
端
給
水

栓
か
ら
採
水
し
、

16
項
目
の
飲
適
検

査
を
実
施
し
た
が
、
飲
用
不
適
率
は

“
笏
と
比
較
的
低
く
、
項
目
別
で
は

鉄
兄
色
度
布
亜
鉛
の
順
て
あ
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
腐
蝕
抑
制
剤
の
使
用
率

が
43
鴨
で
あ
る
か
、
現
在
こ
れ
の
品

質
基
掌
の
法
的
規
制
か
な
い
な

高
置
給
水
系
の
管
理
に
つ
い
て

ろ
い
ろ
な
問
題
点
か
残
っ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
結
果
で
は
飲
用
不
適
率

は
低
か
っ
た
か
、
な
に
し
ろ
飲
料
水

で
あ
る
の
で

loo
倍
の
飲
用
適
が
希
求

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
f

本
市
に
お
い
て
も
「
ピ
ル

管
理
法
」
の
規
定
に
基
つ
き
効
率
的
箋

か
つ
適
切
な
藍
視
指
導
を
推
進
し
f

建
築
物
の
衛
生
的
環
境
の
確
立
を
図

っ

て

い

い

。

◇
◇
◇
◇
◇
 

◇
◇
◇
◇
◇
 

大
阪
府
衛
生
部
で
は
次
の
主
な
行

事
を
行
な
い
ま
す
。

0
日
本
脳
炎
予
防
特
別
対
策

期
間

5
月

1
7
月
中

予
防
接
種
勧
奨

蚊
の
駆
除
指
導

0
全
国
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

罰
間

7
月
中

〇
食
中
毒
予
防
月
問

期
間

7
月
中

一
日
食
品
術
生
監
視
員

夏
季
食
品
一
斉
取
締
り

〇
性
病
予
防
月
間

期
間

7
月
中

0
ら
い
を
正
し
く
理
解
す
る
週
間

期
間

b

月
23
日

1
2
4
日

〇
コ
キ
フ
リ
駆
除
強
調
月
間

i7
 

期
間

6
月
中
（
第
6
号
に
も
掲
載
済
)
-




